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研究成果の概要（和文）：本研究より、糖尿病をもつ労働者の身体面、行動面、心理面には多くの労働因子が関
連しており、職場環境への働きかけの重要性が示された。主要な結果として、糖尿病をもつ労働者において、残
業を含む労働時間が長いこと、仕事の日の食事時間が不規則であることは、血糖コントロール不良のリスクを増
加させる要因であった。加えて、上司からの支援は外来受診中断に予防的に関連する要因であり、仕事日の食事
時間が不規則であることや欠食があることは仕事日の服薬忘れのリスクを増加させる要因であった。

研究成果の概要（英文）：The study showed that many work-related factors were associated with the 
physical, behavioral, and psychological status among employees with diabetes, indicating the 
importance of working on the work environment. In this study, working hours including overtime and 
meal times regularity during the working day were associated with glycemic control among employees 
with diabetes. Additionally, supervisor support was a preventive factor of dropout from outpatient 
diabetes treatment visits, and irregular meal times and skipping meals during the working day were 
risk factors of forgetting to take oral diabetes medication during the working day. 

研究分野： 看護学・保健学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
糖尿病は中年期に増加し、「糖尿病が強く疑われる者＋可能性が否定できない者」の割合は、50代女性で20％、
50代男性で30％、60代女性で31％、60代男性で42％と非常に高い。糖尿病は細小血管障害や大血管障害など重篤
な合併症が多く、重症化により働き続けられない者も多く存在する。糖尿病をもちながら働く者の重症化予防
は、その人の『働き続ける』を支えるだけでなく、労働力維持や医療費抑制の観点から社会にとっても大きな意
義を持つ。本研究により、糖尿病をもつ労働者の身体面、行動面、心理面には多くの労働因子が関連することが
明らかとなり、職場環境への働きかけの重要性を提言できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
◆糖尿病は今や国民病であり、糖尿病をもちながら働いている者は多い 

糖尿病が強く疑われる者は 1,144万人にも上る（厚生労働省．平成 27年国民健康・栄養調査）。
特に、糖尿病は中年期に増加し、糖尿病が強く疑われる者＋可能性が否定できない者の割合
は、50 代女性で 20％、50 代男性で 30％、60代女性で 31％、60 代男性で 42％と非常に高い。 

 
◆高齢の労働者が増えており、糖尿病をもちながら働く者は今後さらに増加する 

労働者全体に占める 60-64歳の者、65歳以上の者の割合はともに 1990年は約 5％であったが、
2010 年には 10％まで増加した。今後はさらに増加する（厚生労働省．平成 28 年版厚生労働白
書）。 

 
◆糖尿病をもちながら働く者の重症化予防は、その人の『働き続ける』を支えるだけでなく、 
労働力維持や医療費抑制の観点から企業や社会にとっても大きな意義を持つ 
糖尿病は細小血管障害や大血管障害など重篤な合併症が多く、重症化により働き続けられな
い者も多く存在する（佐野隆久ら．日本職業・災害医学会会誌．2011）。 

 
２．研究の目的 
働く世代の糖尿病重症化予防のためには、“自己管理行動の改善のため個人に働きかける”従

来の戦略から、“自己管理行動の背景にある労働因子への組織的な働きかけを包含する”新たな
戦略への発展が必要と考える。この新たな戦略構築のため、糖尿病重症化予防に重要な労働因子
を解明する必要がある。 
本研究では、労働者を対象に、労働因子や身体面、行動面、心理面を詳細に評価する大規模職

域コホート研究を立ち上げる。加えて、糖尿病をもつ労働者における身体面、行動面、心理面に
影響する労働因子、早期からの対策を包含するために、非糖尿病の労働者における身体面、行動
面、心理面に影響する労働因子を明らかにし、糖尿病重症化予防に重要な労働因子を解明する。 
 
３．研究の方法 
（1）研究デザイン：コホート研究 
 
（2）研究対象者：27 都道府県に約 150 の支店・営業所を持つ一企業の 20 歳以上の労働者 

約 10,000 名 
 

（3）調査：2018 年にベースライン調査を実施し、その後 2 年間の追跡を行った。 
 
（4）調査項目：先行文献のレビュー及び職場の現地調査を行い、労働因子項目を決定した。 

労働因子項目には、従事している業務、作業内容、作業時間、労働時間（残業  
時間を含む）、深夜帯労働（22 時から 5 時まで）の有無、仕事と余暇のバラン 
ス、労働による身体的疲労感、労働による精神的疲労感、職業性ストレッサー 
（JCQ：Job Content Questionnaire）、心理的安全性などを調査した。 
行動面は受診行動、服薬行動、生活習慣（食事や運動）などを調査した。 
心理面は知覚ストレスなどを調査した。 
 

（5）倫理的配慮：所属機関の研究倫理審査委員会の承認を得て（承認番号：29–62）、本研究を 
実施した。 

 
４．研究成果 
◆糖尿病をもつ労働者における身体面、行動面、心理面に影響する労働因子の解明（図 1） 
（1）労働因子と血糖コントロール不良 

糖尿病をもつ労働者において、残業を含む労働時間が長いこと、仕事の日の食事時間が
不規則であることは、血糖コントロール不良（HbA1c7.0%以上、HbA1c8.0%以上、の両方）
のリスクを増加させる要因であった。 
 

（2）労働因子と受診行動 
糖尿病をもつ男性労働者において、上司からの支援は外来受診中断に予防的に関連する
要因であった。 
Sonoda N, et al. Work-related, personal, and diabetes-related factors relevant 
to dropout from outpatient diabetes treatment visits among Japanese male 
employees with diabetes. Diabetology International, 11, 261-268, 2020. 

 



（3）労働因子と服薬行動 
糖尿病をもつ男性労働者において、仕事の日の食事時間が不規則であること、仕事の日
に欠食があることは、仕事の日の服薬忘れのリスクを増加させる要因であった。 
Sonoda N, et al. Work‑related factors related to forgetting to take oral diabetes 
medication during the working day among Japanese male employees with diabetes. 
Diabetology International, 13, 253–261, 2022. 
 

（4）労働因子と食事 
糖尿病をもつ男性労働者において、仕事の要求度（Job demand）が高いことは、仕事の日
の食事時間が不規則であること/仕事の日に欠食があること、に関連していた。 
Sonoda N, et al. Work‑related factors related to forgetting to take oral diabetes 
medication during the working day among Japanese male employees with diabetes. 
Diabetology International, 13, 253–261, 2022. 
 

（5）労働因子と運動 
糖尿病をもつ労働者において、労働による精神的疲労感は運動習慣に負に関連していた
（労働による精神的疲労感が大きい者は運動習慣がない者が多かった）。 
Morimoto A, et al. Associations among work-related stress and mental fatigue, 
and regular exercise in Japanese employees with or without diabetes. Diabetology 
International, 11, 105-113, 2020. 
 

（6）労働因子と知覚ストレス 
糖尿病をもつ労働者において、労働による精神的疲労感は高い知覚ストレスに関連して
いた。 

 

 

図 1．糖尿病をもつ労働者における労働因子と身体面、行動面、心理面の関連 
 

 
◆非糖尿病の労働者における身体面、行動面、心理面に影響する労働因子の解明（図 2） 
（1）労働因子と糖尿病発症 

非糖尿病の労働者において、追跡期間中の糖尿病発症に影響した労働因子はなかった。
本研究で調査した因子では、ベースライン調査時のメタボリックシンドロームの保有が
追跡期間中の糖尿病発症のリスクを増加させた。 
 

（2）労働因子とメタボリックシンドローム発症 
非糖尿病の労働者において、追跡期間中のメタボリックシンドローム発症に影響した労
働因子はなかった。本研究で調査した因子では、ベースライン調査時の肥満などが追跡
期間中のメタボリックシンドローム発症のリスクを増加させた。 
 

（3）労働因子と肥満発症 
非糖尿病の労働者において、深夜帯労働があることと、仕事の日に欠食があることは、肥
満発症のリスクを増加させた。 
 

（4）労働因子と食事 
非糖尿病の労働者において、深夜帯労働があることと、残業を含む労働時間が長いこと
は、仕事の日の食事時間が不規則であること/仕事の日に欠食があること、に関連してい
た。 
 



（5）労働因子と運動 
非糖尿病の労働者において、労働による精神的疲労感と、上司や同僚からの支援の低さ
は、運動習慣に負に関連していた。 
Morimoto A, et al. Associations among work-related stress and mental fatigue, 
and regular exercise in Japanese employees with or without diabetes. Diabetology 
International, 11, 105-113, 2020. 

 
（6）労働因子と知覚ストレス 

非糖尿病の労働者において、残業を含む労働時間が長いこと、仕事の要求度（Job demand）
が高いこと、仕事のコントロールが低いこと、上司や同僚からの支援が低いこと、労働に
よる精神的疲労感は、高い知覚ストレスに関連していた。 

 

 
図 2．非糖尿病の労働者における労働因子と身体面、行動面、心理面の関連 
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